
週刊東洋経済2019.6.29 94

経
済
学
者
が
読
み
解
く

は
高
齢
者
の
自
動
運
転
へ
の
ニ
ー
ズ
が

他
国
に
比
べ
て
も
高
い
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
車
の
自
動
化
技
術
は

徐
々
に
進
歩
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
運

転
手
が
ハ
ン
ド
ル
を
握
ら
な
く
て
も
高

速
道
路
上
の
前
の
車
に
自
動
で
追
従
し

て
走
行
す
る
な
ど
、
す
で
に
一
部
の
技

術
は
製
品
化
さ
れ
て
お
り
、
市
販
車
に

搭
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
。

　

ま
た
日
本
、
米
国
、
中
国
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
な
ど
の
国
々
は
、
公
道
を
使
っ

た
自
動
運
転
車
の
実
証
実
験
を
進
め
て

い
る
。
す
で
に
ス
イ
ス
で
は
、
時
間
帯

は
限
ら
れ
て
い
る
が
自
動
運
転
の
電
動

バ
ス
が
公
道
で
走
り
、
運
行
さ
れ
て
い

る
。
現
在
の
技
術
レ
ベ
ル
は
、
同
じ
ル

ー
ト
を
通
る
バ
ス
の
移
動
や
地
域
を
限

定
し
た
タ
ク
シ
ー
で
あ
れ
ば
、
自
動
運

転
を
実
現
で
き
る
水
準
に
ま
で
到
達
し

て
い
る
。

　

た
だ
し
、
自
動
運
転
が
実
現
し
た
と

し
て
も
、
導
入
費
用
が
高
け
れ
ば
普
及

の
妨
げ
と
な
る
。
で
は
、
い
く
ら
な
ら

自
動
運
転
は
普
及
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

筆
者
ら
の
研
究
に
よ
る
と
、
利
用
者

に
と
っ
て
許
容
可
能
な
追
加
の
費
用
は

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
場
合
、
自
動
運
転

レ
ベ
ル
3
（
利
用
者
が
必
要
時
に
適
切

内
の
産
業
に
お
い
て
、
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
の
活
用
が
い
ち

ば
ん
進
ん
で
い
る
の
は
製
造
業
で
あ
る
。

Ａ
Ｉ
は
す
で
に
多
く
の
製
造
・
販
売
の

工
程
を
改
善
し
、
生
産
・
販
売
活
動
の

コ
ス
ト
を
下
げ
て
い
る
。
機
械
設
備
の

点
検
、
ラ
イ
ン
の
異
常
検
知
、
障
害
発

生
の
予
想
、
品
質
検
査
や
官
能
検
査
を

中
心
に
、
Ａ
Ｉ
の
主
要
技
術
で
あ
る
機

械
学
習
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
の

画
像
認
識
が
応
用
さ
れ
て
い
る
。
少
子

高
齢
化
が
進
む
中
、
退
職
す
る
ベ
テ
ラ

ン
技
術
者
の
代
わ
り
を
見
つ
け
る
こ
と

が
困
難
な
背
景
も
、
製
造
業
で
の
Ａ
Ｉ

活
用
を
後
押
し
し
て
い
る
。

　

製
造
業
以
外
に
も
医
療
や
創
薬
、
環

境
保
護
の
監
視
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
Ａ
Ｉ
の
利
用
は
広
が
る
。

中
で
も
筆
者
が
注
目
し
て
い
る
の
は
、

都
市
設
計
へ
の
活
用
で
あ
る
。
土
地
利

用
の
状
況
や
夜
の
明
る
さ
度
合
い
が
わ

か
る
衛
星
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
で
、

広
く
か
つ
詳
細
な
視
点
で
都
市
が
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
深
層
学
習
を

用
い
た
、
今
後
の
土
地
利
用
を
予
測
す

る
筆
者
ら
の
研
究
で
は
、
以
前
よ
り
高

い
精
度
で
将
来
の
土
地
利
用
が
予
測
で

き
て
い
る
。
こ
の
Ａ
Ｉ
に
よ
る
新
し
い

都
市
予
測
は
、
個
々
の
土
地
利
用
と
設

計
図
を
基
に
、
紙
の
地
図
な
ど
を
見
な

が
ら
、〝
が
や
が
や
〞
議
論
し
て
い
た

社
会
を
変
え
つ
つ
あ
る
。

　

そ
し
て
、
都
市
設
計
の
中
で
も
大
事

な
の
が
、
交
通
網
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
で
あ
る
。
人
口
と
公
的
な
予
算
の

増
加
を
前
提
に
つ
く
っ
て
き
た
公
共
交

通
網
や
自
動
車
道
路
網
は
、
現
在
の
人

口
減
少
・
高
齢
化
や
人
手
不
足
の
中
で

は
維
持
費
が
足
り
ず
、
今
後
の
運
営
方

針
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

解
決
策
と
し
て
高
い
可
能
性
を
持
つ
の

が
自
動
運
転
で
あ
る
。

　

自
動
運
転
は
地
方
に
お
い
て
、
現
在

は
補
助
金
頼
み
で
運
営
さ
れ
る
バ
ス
が

今
後
、
資
金
難
か
ら
路
線
や
本
数
を
減

ら
し
て
い
く
た
め
、
そ
れ
を
代
替
す
る

交
通
手
段
と
し
て
期
待
で
き
る
。
と
く

に
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
で
高
齢
者
の
足

と
し
て
使
う
こ
と
で
、
交
通
弱
者
に
と

っ
て
の
便
利
さ
は
維
持
さ
れ
る
。
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
た
い
地
方
で
は
、

成
功
例
が
一
度
出
れ
ば
ほ
か
の
地
域
へ

波
及
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
都
市
部

よ
り
も
自
動
運
転
の
導
入
が
進
み
や
す

い
で
あ
ろ
う
。
筆
者
ら
が
手
が
け
た
自

動
運
転
の
需
要
分
析
か
ら
も
、
日
本
で

国
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経済学者が読み解く 現代社会のリアル

現
代
社
会
の
リ
ア
ル
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（
二
酸
化
炭
素
）
の
増
加
に
つ
な
が
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
自
動
運
転
の
普
及
に

際
し
て
は
ガ
ソ
リ
ン
車
で
な
く
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車
、
電
気
自
動
車
な
ど
燃
費
の
い

い
自
動
車
か
ら
導
入
す
る
と
い
う
議
論

が
、
燃
料
消
費
量
と
温
室
効
果
ガ
ス
抑

制
の
視
点
か
ら
必
要
に
な
る
。
ま
た
、

走
行
距
離
の
増
加
に
よ
る
渋
滞
の
増
加

な
ど
、
道
路
を
含
め
た
交
通
イ
ン
フ
ラ

の
見
直
し
も
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

政
府
は
最
先
端
技
術
を
活
用
し
た
未

来
社
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
、「
ソ
サ
エ
テ

ィ
5
・
0
」
の
主
軸
と
し
て
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
、
都
市
の
実
力
を
上
げ
る
こ
と
を

表
明
し
て
い
る
。
本
稿
で
論
じ
た
自
動

運
転
技
術
や
深
層
学
習
を
用
い
た
土
地

利
用
の
予
測
の
よ
う
な
、
単
発
と
な
る

「
点
」
の
技
術
や
開
発
は
、
Ａ
Ｉ
で
代

替
で
き
る
こ
と
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
だ

が
、
Ａ
Ｉ
を
背
景
に
し
た
自
動
運
転
に

長
所
と
短
所
が
あ
る
よ
う
に
、
技
術
が

進
歩
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
点
と
点
を
つ
な

ぎ
、
都
市
設
計
や
社
会
整
備
と
い
う

「
面
」
に
広
げ
て
い
く
知
恵
が
、
人
間

に
は
よ
り
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て

き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

に
応
答
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
条
件
付

運
転
自
動
化
）
で
あ
れ
ば
19
万
円
台
、

レ
ベ
ル
5
（
利
用
者
が
応
答
す
る
こ
と

は
期
待
さ
れ
な
い
完
全
運
転
自
動
化
）

で
あ
れ
ば
31
万
円
台
だ
。
電
気
自
動
車

の
場
合
、
レ
ベ
ル
3
で
10
万
円
台
、
レ

ベ
ル
5
に
な
る
と
22
万
円
台
で
あ
る
。

こ
れ
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
機
能
で
あ
れ
ば

5
万
〜
8
万
円
台
で
あ
る
場
合
が
多
い
。

つ
ま
り
、
自
動
運
転
機
能
は
実
際
に
か

か
る
追
加
費
用
が
ま
だ
ま
だ
高
い
た
め
、

導
入
費
用
が
普
及
の
課
題
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

日
本
政
府
は
2
0
2
0
年
を
メ
ド
に

レ
ベ
ル
3
以
上
の
実
用
化
を
目
標
と
し

て
掲
げ
、
そ
の
後
に
レ
ベ
ル
5
の
実
現

を
検
討
し
て
い
る
。
だ
が
現
状
で
は
、

レ
ベ
ル
3
で
10
万
〜
19
万
円
、
レ
ベ
ル

5
で
22
万
〜
31
万
円
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
と
電
気
自
動
車
の
場
合
）
と
い
う
、

消
費
者
が
許
容
す
る
水
準
に
ま
で
追
加

費
用
を
抑
え
る
の
は
技
術
的
に
難
し
い
。

　

現
状
の
技
術
進
歩
の
ス
ピ
ー
ド
で
は
、

筆
者
ら
が
得
た
価
格
帯
に
ま
で
製
造
費

用
を
落
と
す
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
電
気
自
動
車
の
よ
う
に
利

用
者
の
燃
料
費
を
政
府
負
担
で
実
質
ゼ

ロ
円
に
し
て
購
買
補
助
金
を
与
え
る
か
、

も
し
く
は
燃
料
電
池
車
の
よ
う
に
事
業

者
負
担
で
安
く
販
売
し
て
そ
の
間
に
基

礎
研
究
に
取
り
組
み
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
価
格
の
低
下
を
期
待
す
る
か
、

ど
ち
ら
か
の
選
択
が
い
ず
れ
必
要
に
な

る
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
費
用
問
題
が
解
決
し
て
も
、

次
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。
自
動
化
に
伴
い
事
故
リ
ス
ク

と
運
転
に
よ
る
疲
労
が
軽
減
さ
れ
る
た

め
、
自
動
車
利
用
の
需
要
が
増
加
す
る

結
果
、
燃
料
消
費
量
と
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
が
増
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
筆
者
ら
は
、
家
計
へ
の
調
査

を
用
い
て
、「
自
動
運
転
が
自
動
車
利

用
の
需
要
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

る
か
」
を
推
計
し
た
。
そ
の
結
果
、
自

動
運
転
に
よ
っ
て
家
庭
1
軒
当
た
り
、

年
間
走
行
距
離
が
約
6
0
0
〜
3
3
0

0
㌔
㍍
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
で
き
た
。

つ
ま
り
、
自
動
車
の
燃
料
と
な
る
ガ
ソ

リ
ン
ま
た
は
電
気
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
消
費
も
増
え
る
た
め
、「
自
動
運
転

の
普
及
は
い
い
こ
と
ず
く
め
で
は
な

い
」
と
い
う
点
も
念
頭
に
置
く
必
要
が

あ
る
。
約
6
0
0
〜
3
3
0
0
㌔
㍍
と

い
う
走
行
距
離
の
増
分
は
、
年
間
約
6

自
動
運
転
で
環
境
が
悪
化
？

要点メモ

自動運転の普及で渋滞と温室効
果ガス排出量が増加する懸念も

現在の技術では許容範囲に抑える
のは難しく、コストダウンが課題

消費者が許容する自動運転導入
の追加費用は10万～31万円
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自動運転の市場は拡大が見込まれている
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（出所）矢野経済研究所の資料を基に本誌作成
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